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A. v.フンボルトは 1769:fi三に生まれた.彼の生誕200年を記念して， 1969年ボンの A.v.フンボルト
財団は WA.v.フンボノレト 業績と世界的価値(Alexanderv. Humboldt "¥ヘTerkund "\iVeltgeltung)~ 
なる記念出版物を刊行した.財団会長であり， ノーベノレ物理学賞受賞者で、ある故 W ハイゼンベノレク，
現代のフンボルトとまでいわれた故 c.トロー ノレら 10名の著者が寄稿している.その序言に財団事務










て (Him:veiseauf Gespr己cheAJexander V011 Humboldts)j， rアレキサンダー・フォン・フンボル
ト研究史(Zu1'Geschichte der Alexander-von-Humboldt-Forschu時 )jを害稿している.他の 8篇は，




日の生態学的観点でみた A.v フンボノレトのイデーj，r全世界におけるフンボルト兄弟の名前j，rA. 
v.フンボノレトとアメリカ合衆国J.







野陣物館講堂で開かれた. I司会図書館から A.フンボルト， C.リッターの古めかしい著者を借り出し
て，上野博物館に展示する山本正三さんを訳者の一人佐々木は大学院 2 年生時に手伝った• M/j~義で開
いたことしかなかった大著の数々をi眼前にして，胸を躍らせ， iいつかこんなものを読めるようにな
るだろうか」と考えたものだった. この機会に日本地留学会から iHUlVIBOLDTRITTER 100Jな







































筑波大学で、は文部省特別助成金で， フンボノレトの著作「新大陸の熱帯地域への旅行 (Voyageaux 
regions eq uinoxiales du nouveau continent， 1805-1834) J 29巻， および HelenMaria ¥Villiams 
による英訳「個人談話 (PersonalN arre川veof Tra vels to the eq uinocial regions of the new 
contine凶 duri時 theyears， 1799-1804)J 5巻の浩i拾を， 1984年度に 340.8万円で;u辞入した.通称
J南米旅行Jと呼ばれる 30巻の大著はノξリで出版されたが，第 4巻は計画はされたものの，出版され




Hanno Beck (1961) : Alexander VOI1 HumboJdt， Ba吋 I. F. Steiner， Wiesbaden 
Ch シンガー著，伊東俊太郎・木村陽二郎・平田寛訳(1968): W科学思想、のあゆみ』岩波書)~~~ • 




helm) とその妻カロリーネ (Car叶 ine)， 実家の姓はフォン・ダッへレーデン (vonDacherりdeめ，
のように心理的に天分豊かな観察者や， シラー (Schiller)， ゲーテ (Goethe)のように人情に通じ
た人たち，またハノレデ、ンベルク (Harde凶 erg)(訳注:1750~ 1822， プロイセン宰相)， シュタイン
(Stein) (訳注:1757 ~ 1831， 政治家)， メッテルエッヒ (.Metternich)(訳注:1773~ 1859， オース























らし物にされたり 1 )国笑されたりすることが予想されるのは確であった. このタブーは，早くもフアノレ










時的に忘れさせてしまったが， その後， 1869年の記念すべき年以前に， 科学的な原理に則った最初





F. A.ブロックハウス出版社は， ブ、ノレーンスがそれを書くならば， フンボルトについての著書を出版
することを申し出た. ブノレーンス自身は次のように述べている. Iこの申し出によって私は， アンボ
ノレトの活動のあらゆる側面を掲載した伝記をまとめるために，何人かの学者を集めるという考えと決

















による伝記9)J となっても仕方がないよう~こ思われた. ブルーンスはこの書物の筆者ではなく， その
編集者であった. このことは最近まで， しばしば見落とされてきた.彼は，主要な筆者であるユリウ
ス・レーヴェンベルク(JuliusLりwenberg)(訳注:1800~ 1893， 7ンボノレト研究家)， ロベルト・ア
ヴェー ラノレマン (EolertAve-Lallemant) (訳注:1812--1884，医師で研究旅行家)，アルフレッド・


























物の第 3巻についても協力した. 彼はそこでとくに次のように確認している. Iアレキサンダー・フ
ォン・フンボルトの偉大さは，彼以前の時代にはただ土地に関する知識 Ortsl王unde(トポグラフィ-
Topographiのであった地理学 Erdkundeを，多様な新しい課題を加えて豊富なものとし，地表空間













































スタートを表明したように思えた19) エグアノレト・パンゼ (Ewalcl. Bai1se30))， リヒアノレト・ピッタ
ーリンク (RichardBitterling2l)， カール・ハインリヒ・ディーツェノレ (KarlHei町 ichDietze122)) 
のような何人かのフンボルトの専門家や， マリオ・クラマー (Mario，Krammer23))，へノレベノレト・ス









.bert Pla土26)) 吟ライプチヒにあるザクセン科学アカデミーで， 書簡集出版の計画を立てた. この仕
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事は，次にベノレりンドイツ科学アカデミーのアレキサンダー・フォン・フンボノレト委員会〈議長:初
{勺・ノ¥ンス・エノレテノレ(HansErtel)，第 2代・エノレヴィン・シュトレーゼマン (EU¥vin Stresemaηの，































寵く見解である. しかし， これらの主張もまた有用である， というのは，それは共通の努力を強いる
からである.すでに非常に古くからの地理学上峰固としたその研究についての評価が定まっていない
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ならば，ベシェノレ， ラッツエノレ (Hatzel)， リッヒトホーフェン (Hichthofen)，ペンク (Penck)，ヘ











1 )これについては，たとえば HannoBeck: Ale:ト
αnder von Hu.mboldt und 11，ι吋lw.13eit1'age Ztt 
einem geogl'aphischβn El'lebnis. Bacl Goclesberg 
1966 S. 41"""45. 参照のこと. カー ノレ・グスタフ・フ
ォン・ブリンクマン (KarlGustav v. Brinkmanロ〉
あてのヴィノレヘノレム・フォン・フンボルトの書簡
{Erfurt， 1793年 3月 18日〉は注目に値するであ
ろう:Whilhe11均 vonHumboldts 13riejeαη]{α1'1 
Gustαv v. Bバnlnnann.J-:lrsσu. er1aut. v. A1bert o' 
Leitzmann. Leibzig 1939， S. 57/"'0../62 (Bibliothek 
cl. Lit. Vereins in Stuttgart， CCLXXXVIIl i b.._.，.....} .._..._..._._.........._...， ........J 
2) Hanno Beck : I'!Ii掲 1)，S. 46"-'50. 
3)典型的なこうした取りあげ方には， Artur Friecl-
rich Bussenius Alexαnde1'むonHumboldt. Kasse1 
1853;作者不明 HermanKlencke (Alexα11de1' 
von HU7nbolboldt，s Leben '!And r+'i1'l?e1， Reisen und 
Wissen. Ein biographisclzes DenJmwl. 6. Aufl.， 
vielfach erweitert u. teilweise umgearb. v. H. 
Th. K uhne. Lei bzig 1870; 1. A ufl. 1851， 2. A ufl. 
1852， 3. Aufl. 1859) と Wilhe1m Constantin 
¥iVittwer (Alexander von Hμl1'lboldt. Sein仰 ssen-
schαjtliches Leben und Wir ken. Den F1〆eu.ndender 
Nat1'wissenschajten dピlrgestellt.Leipzig 1861)に
基づくかなり大きな初期の「伝記」がある
4)例としては CartFrieclrich Philipp v. ?vIartius 
Denkrecle auf A1exancler v. Humbolclt. Ge1esen in 
J王
c1er ]{gl. 13ayer. /1Ieαd. d. Wiss.・ ..J¥'Iunchen 1860. 
をあげることができょう
5) Ale:川 nde1' von HumbolcZt. Eineω臼senschαjt-
liιhe 13iograPhie ・・・Bearbeitetu. hrsg. v. Kar1 
Bruhns. 3 Bc1e Leipzig 1872，ここでは:Bc1. 1 S. 
ì~ f. 
6) 13バejeυonAlexande1' von Humholdt an Va.rn帽
h付 en'voη Ense仰 sden .!a!zαhren 1827 bis 1858. 
Nebst ム4uszugen αus V(l1'nhαgen's Tα'，gebuchern 
uncZ B1'iefen von Vα1'nhαe[!en und Ande1〆nαnHμ11，聞.1 ~ ..- ~ ~ . ~ . ~~'.'." ~.-d 
holdt. Leipzig 1860; とくに :Gesp1'μhe /lle，'(αnder 
von Humholdts. Hrs!2'. in Auftra口ecler Alexancler o' 
von I-Iumbo1c1t-Kolnmission c1. Deut. Akacl. c1. 
V¥lis. zu Berlin v. Hanno Beck. Berlin 1959 S. 
156， この著書はどスマルクの評価も一緒に行って
いるようである.: S.239 f.; Karl Bruhns前掲 5)
Bd. I S. i'lI f.ここでも 1861年 5月の「生きている
i友つぼファノレンハーゲンとフンボルトjというフリ
ードリヒ・へーベノレ (FriedrichHebbel)の見解
(Tagebuιhe1' in Vie1' Baη山肌 Leipzig0.].， S. 214) 
は興味深い.
7)往復書簡:次に述べる人々との Var山 agen(18 
60)，ある若い友人(1861)， Heinrich Berghaus (18 
63)， Correspondance ineclite (2 Bcle. 1865， 1869)， 
Marc-A uguste Pictet (1868)， Christian Carl Jo-
sias Freiherrn v. Bunsen (1869)， Georg Graf v. 
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Cancrin (1869)， Goethe (1876)， Gaussとの (18
77)， Wi1he1m (1880)， ¥iVilhelm Galコriel¥iVegener 
(1896)， Lettres amer・icaines (1905)， Francois 
Arago (1907)， Goethe (1909)， Ignaz v. Olfers 
(1引の， Letters ineclites (Bonp1and) (1914)，プ
ロイセン王室 (1928)，Achille Valencienns (1964); 
全集はベルリンドイツ科学アカデミーアレキサン夕、、
ー・フォンーフンボルト委員会によって準備中である
8)たとえば HeinrichVVilhe1m Dove Gecl註cl花田
nissrecle auf A1exander ¥'on Humbolclt. Gehalten 
in der offent1ichen Sitzung cler Konigl. Preu-
ssischen Akaclemie cler ¥礼7issenschaftenzu Berlin 
am 1. J uli， clem Leibnitztage des Jahres 1869. 
Berlin 1869. 
9)アノレブレッド・ドーフェの表現 Bruhns前掲5)
Bcl. I S. 480. 
10) J3l'iefe Alexandel"s 1-'01. Hwnboldet an seinen 
βruder fAlilhelm. Hrsg. von cler Familie von Hum-


















あける結果となったよ Friedrich.Meinecke: Alfrecl 





















1916， S. 77 f.一一ドイツの歴史の記述には「共著
による伝記」という伝統が全くなく，いつも一人の
人物が一冊の伝記の責任を負わなくてはならなかっ
た.これについてはHannoBeck: Die schopferische 
Zweiheit. Humbolclt. RevistαPα.1'αel mundo ibe-
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の美文家は書き下した. プロイセン勲章 derpour teur， 37) Leipzig 1927 (1コesorgtvon Paul Alfred 
1e meriteをもっ特権階級を得るための彼の不i事rの 1¥1erbach); Duych da s ho戸sclzeSudαme九l?α.Aus 
努力は，宮廷風という外来の特別な主義を科学へも Alex仰 1，dβずりon HU，j1~boldts Beバchtenuber seille 
たらし，科学を分解した.また人間としての彼は， Reise in die Aeq山 nol?tial-Gegendendes neμen l{on-
ただ、主主細な人にすぎない.“1，000の狭量な顧慮や低 tinents. Ausgewah1t ¥'. W. F. Burr. BerlinjLeipzig 
い評価によって濁らされてしまった社会的存在の日 1926; Natur-und Ru付加ノschilderungen.A usgew. 
常の問題についての把握は，純粋に人間的な高い世 ¥'. eingel. ¥'. Karl Heinrich Dietzel. Leipzig 1924; 
界観とは厳しい対照をなしている" "~宥神的な成長 前掲 7)，前掲13)も参照のこと





るであろうー ・・ー " このような中傷に直面し，フン れ，人間性を助成し，民族を結合する力として，ま
ボルトの深いため息がどんなに正当にひびくことか， た永久に復活する生命を信ずる告知者として兼ねそ
重要な対象について気楽な話しができる人は，ベノレ なえるべき，科学上の特色ある態度をもった芸術上
リン中で三人いないであろうに.すべてまさしくド の生き者であったJ. (前掲 S.91)一一ブンボルト
イツ的であるが， Jl旬がむかむかするJ エノレンスい が人種上の高慢さを拒否しているなどは完全に隠さ
プレグェのこの考え方はどんな場合でも正当である. れてしまった.
アルフレッド・ドーフェがどんなに伝記の高慢さの 17)たとえば Luclwig Koegel: Alexander ¥'on 
奴隷であったかは決して見落とせない.他の人々も Humbo1dt a1s Geograph. l{osmos 43 (1947) S. 
また同じように否定しているので一一ー彼らの中では 101'""'102; Hanno Beck: Ein Ehrenburger der 
たとえばカーノレ・トローノレ〈仁arlTro11) (1959) Erde. A. ¥'. Humbo1dt uncl seine Bedeutl1ng. 
も一一，お仰とふれて変化する見解には根拠がない Werrα-R附 I.dschau1. Nr. 76 ¥'. 19. 9. 1948， S. 8; 
と私は患っている. ドーフェの確認は悪意のないも Mario Krammer : Ein Burger z¥Veier ¥iVe1teロ.Zur 
のであり，決して名誉き損にはならないであろう 19. Vilieclerkehr ¥'on Alexancler ¥'on Humbo1clts 
Ernst P1eλve : A1exander ¥'on Hl1l1lbo1clt. Rede Todestag am 6. 5. 1859. 13erlin Heft j. geistiges 
zur feierlichen lmmatrikulabon a. cl. Wirtschafts- Leben 4 (1949) S. 599""""601. 
F hochsch. Nlannheim am 7. Dez. 1949 (Schrif- 1凶8)次のような著書がある :Wil山日1y1¥ωbus仁:Ale臥λxα仰7仰1dωer
t白en町r.d.羽W日1r抗ts叩chaft臼shochs記ch.Mannheim，日 2の) vω01'悦1， Hμ仰mbωold山t，dι白l'λJlIl白OηmαωT何Fιchdゐ8γ はTtVisロse問?η1Sμchaαげ1tμ6η
Heiclelberg 1951， S. 33 f.; Bruhns，前掲5)Bcl. λ!Jit einer Auswαhl仰 sAlexander von Hu.mboldts 
I S. 186. 5ιhrifte?も.Ber1in， Stuttgart 1948; Frieclrich JVJa t-
13) Lothar D白:ing: Wesen uncl Al1fgabe cler Geo- tick : Entwick111ngsstufen im Denken A1exancler 
raphie bei A1exancler von Hl1mbolclt. Diss.Frank- ¥'on HUIubo1clts ¥'on seiner Amerikareise， claト
furt a. 1¥1. o. J.; Frαηlザu1'terGeogr. Hefte 5 (19 gestellt an H:llld seiner Eeizphysio10gie. 1947 
31) H. 1参照(1¥1泊nchen，Mecl. Diss.); Euclo1f Borch: Alexαnder 
14)直接アレキサンダー・フォン・フンボノレト研究に von HU11'lboldt. Sein Leben in Selbstzeugniss仰，
関係する彼の研究からここでは選んでいる.注 7) Briej;印 undBerichtel1. Ber1in 1948. 
に挙げた βriefwechselA. v. Hu，mboldts mit TVil- 19)前掲12)参照.
hel11. Gαbriel Wege1' (1896)， Georg und The1'ese 20) Ewa1d Banse: A1exancler von Humboldt. Eine 
Forstιγ und die Bruder HUl1Zboldt. Urkunclen uncl moclerne Stuclie. Deutsche Ruηdschau 45 (1918) 
Umrisse v. A1bert Leitzmann. Bonn 1936. S. 90"'-'128; clers. : Alexande1' von Humbolat. Er-
アンソロジー
15)当時は， とりわけ旅行記の詞花集として，たいて schliesser ei1wr neuel1 TVeZt (Grosse Na turforscher， 
いは紹介を備えたハウフ(Hauf )の編集による抜粋 14). Stuttgart 1953. 
が出版された :In Sudamerika (Eeisen: uncl Aben- 21) Richard Bitterling : A1exancler ¥'0ロHumboldts
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Amerikareise in zeitgenossischer Darstellung. Zur Gauss. Wiss. Zeitsιh1'. d. Humboldt-Univ. zu Ber-
150. Wiederkehr des Reiseabschlusses aus dem f.in. l¥1ath.-naturwiss. Heihe VJl (1958/59) S. 
Franz. ubers u. eingel. Petermαnns Geogr. 1¥lit. 121rv130; ders Ueber die Forderung deutscher 
98 (1954) S. 161rov171. Mathematiker durch Alexander ¥'On Humboldt. 
22)カーノレ・ノ¥インリヒ・ディーツェノレは最後の iごイ Alexander von Humboldt ... Berlin 1959 S. 83 
ツの植民地;理学者であり， 1946年以来マー ノレプ、ノレク rv160; ders : Johann Peter Gustav Lejeune Di-
大学の演習においてしばしばアレキサンダーに言及 richlet. Dokumente fur sein Leben uncl ¥iVirken. 
している.彼はすでに1924年に前掲15)にあげた書 (Zum 100. Todestag; Abh. d. Dt. Akacl. c1. Wiss. 
物を編集している znBerlin. Klass f. Math.， Physik u. Technik Jg. 
23) J¥1ario Krammer : Alexander ¥'on Humbolclt. 1959， Nr. 2) Berlin 1959. 
Mensch， Zeit， Werk. Berlin/lVlunchen 1951. 29) Ilse Jahn : Die physiologischen Experimente 
24) Herbert Sc出‘1a: Alexルndervoη J-lumboldt. Sein c1es jungen Alexanc1er ¥'on Humboldt in clen Jenaer 
Leben uncl Wiyken， l3erlin 1955. Laboratorien. Mitt. bl. Ges. exper. Mecl. cler DDR 
25) Hanno Beck (Sammelrezension en der 1965， Nr， 3 S. 44 f. 
Alexa凶 er-von-Humboldt-Literatur).Deutsche 30)この場合には，外国でドイツ人が編集した記念論
Literatur-zeitung 75 (1954)， 84 (1963). 参照. 文集は含まれていない.
26) AdallコertPla tt: Vom Orinoco zum Amazonas. 31)前掲6)参照
Wiesbaden 1958; der・s.: Heinrich Brockhaus und 32) Hanno Beck : Alexαηder von Humboldt， Bd. 1 
Alexander v. Humboldt. Borsenbl. f. cl. Dt. Buch- Von der Bildungsreise zur Forschungs1.eise冗 1769
hande120 (1964) S. 1589"""1593; ders.: Goethe '"""'1804; Bd. 1I Vom Reiseωerh Z'U1n“](osmos" 
y Alejandro de Humboldt. Humboldt (1965) S. 1804/"'-/1859. Wiesbaclen 1959， 1961. 
41....47. 33) ドイツ連邦共和国においては3 上述の記念刊行物
27) Fritz Gustav Lange : Bildnisse Alexancler ¥'on 以外にとくに次のようなものが出されている.ハノ
Humboldts. Einfuhrende vVorte (zu 23 Tafeln). ・ベック (HannoBeck)とグィノレヘノレム・ボナカ
Alexander von Humboldt.…. .Gedenkschrift zur ー(WilhelmBonacker)による概説がつけられた7
100. Wiederkehr seines To仁lestages.Herg. v. d. ンボノレトの“MexilζO“Atlas"の新版;概説のついた
Alexander von Humbolclt-Kommission cl. Dt. 3冊から成るフンボノレトの“RelαtionHistorique"， 
Akacl. cl. ¥iVis. zu Berlin. Berlin 1959， S. 45.... Nr. 2， 3. (F. A. Brockhaus， Stuttgart.“Quel1en 
458; clers : Alexander ¥lon Humboldt uncl Paulus und Forschungen zur Geschichte der Geographie 
Usteri. Unbekannte Jugendbriefe Humboldts. uncl Heisen");概説のついたアメリカ熱帯におけ
Beih. 1964 z. Schriftem. Gesch. d. Naturwiss.， るフンボルトの旅行についての通裕的な概要;シュ
Technik u. Med.， S.217"""225. トワットガノレトのドイツ国際関係研究所によって準
28) Kurt-H. Biermann Zum Verhaltnis zwischen 備されたフンボルト展覧会;フンボノレトのi決商〈テ




ハインリヒ・ヴイノレヘノレム・ドーフェ (HeinrichWilhelm Dove) (訳注:
1803~ 1879，ベノレリン大学物理学教授，プロイセン気象研究所長)， 1869年
1959年に『アレキサンダー・フォン・フンボノレトの談話』の刊行が完了したわ. フンボ、ノレトは，個
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人的な発言をむしろ好んで破棄してきた. というのは一つの事実はさまざまに評価されるからである.
しかし，話し相手が日記や書簡，スケッチに書き留めている場合には，彼は自分がした話，その話の















でJ〉，最初私は，遅くとも 1969年には第 2巻の形で大幅な増補が必要であろうと考えた. しかし，他
の人々や私自身によって発見された彼の談話を検討してみると，まったく反復であることがわかった.
王室の輸の中で誰にも発言の機会を与えずに永遠に朗読する老人の姿は，たとえば両親へ送ったエノレ
ンスト・クルティウス (ErnstCurtius) (訳注:1814"'" 1896，ベルリン大学古代言語学教授〉の書簡5)
の中や， ピスマノレク (Bismarck)，宮廷付きの俳優ノレイ・シュナイダー (LouisSchneider・6) (訳注:
1805--' 1878，フリードリヒ・ヴィルへjレムIV世:付の俳優)によってしばしば繰り返されていた私は，
自分がフンボノレトの伝記の中で，アレキサンダーの挙動を明らかにした7) と今でも確信している. こ













































(Karl von Holtei) (訳注:1798，._ 1880， ジェレージェシ人の詩人〉は著書『ロバの大食家 (Esels-
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ミッソー (Chamisso) (訳注:1781"""1838， フランス出身のドイツ人，詩人であり植物学者)は，国
王の好意的な思いつきを述べている:フリィードリヒ・ヴィルヘノレム (Friedrich¥Vilhelm) I世は，
周知のように大きな城に住むのではなく， いわゆる「王妃宮殿 (Prinzessin-Palais) Jにつながった
彼のほ1)宅Jに住んでいた.われわれがそう呼んで、さしっかえないならば，親愛なる君主はここで私
的な宴会を催していたある日ここで食事をすることになった.小さな宴会というには客はあまりに


















は「メンデノレスゾーンの家 (Dasmenclelssohn'sche Haus)J という題がつけられている. マルクス
は次のように書いている:
息子の友人や娘の友人の華麗な環が，その家族を囲んでいた.かなり古くからこの家の知人で、あっ
たアレキサンダー・フォン・フンボノレト， フアノレンハーゲン・フォン・エンゼ (VarnhagenV011 Ense) 

























官一?で観察したようにjー ーと指摘し，対比するためにノレター (Luther)からノミッハ (Bach)まで
のドイナ音楽を選んだことを，彼は不愉快には思わなかったようであった.
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てしまうといった流f義であった. この点でも， カーノレ・グツコー (KarlGutzkovv)はもっと深く合孔
察し， もっと正しく評価すべきであった
次のフンボルトの対話は， 1959年の私の著書において確証されたのと同じ配列で，挙げられている.
((たとえば: 1， 155 f.対エノレンスト・ヴィノレヘノレム・マルティウス (ErnstWilhelm Martius) :エ
ルランゲン， 1793年10月21日およびパイロイト 1793年. (1， 155 f. :索引 No.1と155ページを示し
ている 「対Jの前には毎度「アレキサンダー・フォン・フンボルト」が補われる.)著者による補注
には，番号をふつである.) 





















ことはできない. 当時， 彼はフライベノレクにおける著名な師ヴェノレナー (vVerner)(訳注:1749，. 18 
17，岩石水成論者. フライベノレク鉱!-[-l学校教師)の理論を受け入れていた. しかし，後に三つの大陸
で大きな経験をしてからは，この理論に必ずしも満足することができなかった.
2， 483. 対‘フランシスコ・ホセ・デ・カノレダス・イ・テノリオ (FranciscoJose de Caldas y Tenorio) 
(訳注:1771"""1816，南米の地理学者):イベラおよびキトー， 1802年 1)~ 2日から 7J終りまで.
ヘノレマン (Hermann)，A シューマッハ (A.Schmacher)は次のように記している:
カノレ夕、、ス (Caldas)は温度計を利用して高度を測定するという発見を，決してオリジナルなものと
は主張しなかった.彼は1802年に次のようにいっている・・・・ I私は， シゴー (Sigaud)(訳注:1730 
--1810， フランス人，イエズス会会員で自然研究者〉の著書を読んで， 温度計や， へベノレデ、ン (He-
berden)氏によってなされた実験を利用して， 1の温度を測定するという方法を知りましたJ. この
箇所は“J.R.シゴー・ドゥ・ラ・フォン(].R. Sigaud de la Fond)，理論i'実験物理学初歩



















3， 2 f.対ヨハン・フリードリヒ・ベンツェンベノレク(JoharnFried了ichBenzenberg) (訳注:17 
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の針の注目すべきふるえについて，さらにスピノザ (Spinoza)， ライプニッツ (Leibniz)， レッシン
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ペーピッヒ (Pりppig)，それに私だけが15)本当の処女林を見ましたー・…， とフンボノレトは一度私に話
したことがある.
彼は，カシキアレ (Cassiquuue)川とネグロ (RioNegro) )1によって相互に結び付いているオリ
ノコ)1とアマゾン)1の複雑な河川網を明らかにし，またアンデス 1頂から太平洋へ下山する1寺に，彼
にちなんで名付けられた，アメリカ西海岸を洗う深度 5，480フィートの幅広い寒流を発見した}5) こ




6， 331 f.対フリードリヒ・グイノレヘノレム・ベッセノレ (FriedrichWilhelm. Bessel) (訳注:1784---
1846， ケーニヒスペルク大学天文学教授):ケーニヒスベノレク， 1829年 4 月 161ヨ~18[:]. 


















にトュノレパン (Turpin) (訳注工1775'"'"1840， プランス人画家〉とボノレズ・ドゥ・サン・ヴァンサン
くBorzde St.， VinCel}t)について言えるしたよ とりわけ後者は， 非常な働き者であるという. r専物学時
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8， 44， 119 f.対ハノーファー I~I王エノレンスト・アウグスト (Ernst August) :ベルリン， 1842年
4)~ 5 Iヨ.
カーノレ・エノレンスト・フォン・マロノレティ (CarlErnst ¥1on Malortie) (訳注:1804"'" 1887，ハノ
ーファーの式部官〉は次のように報告している・
カーノレスパート〈訳注:ボヘミア北西部にある東ヨーロッバ第一級の温泉地3 チェコ諾でカーノレロ























Hanno Beck I Alexander ¥1on Humboldt研究史」および IAlexander ¥1on Humboldtの談話J213 
ルンハーゲン，フォン・エンゼ (Varnhagenvon Ense) との往復書簡がくり返し証言している.彼
は書簡の仁1=で，国王にあらゆる誹訪を浴びせているのである.














































ろうかj と彼はいうのであった. r月が右から上るか，左から上るか， いや全然上らないか? そん
なことは子供部屋の話題だJ
10， 273 f.対フリードリヒ・ダニエノレ・パッサーマン (FriedrichDaniel Bass<(rmann) (訳注:18 
















れたー・・レナノレト伯爵 (GrafHenard)， フンボルト， それに私を除く男の客たちは， 軍J]I~を着た人
たちであり，一部は侍従，一部は将校であった.勲章をつけていないのは私一人で、あった.国王夫妻
の右側にはプロイセンの皇太子が，左側にはその奥方が座った.彼らに向かい合ってわれわれ外国か
らの客であるレナノレド (Renard)，シェーファー (Scha百er)，それに私と， フンボノレトも座った.国王
はフンボノレトを辞書:のように常に手元に置くのであった
1， 59 f.対ダニエノレ・フロレンキオ・オレリア DanielFlorencio O'Leary ベルリン 1853年.























































れてどのくらいたっか， と彼に閣か，h，私は故郷グリューンベノレク Grunberg と現在の業務をあげ



















































































た その結果， レオポノレド・フォン・ブーフ Leopoldvon Buch (訳注:1774~1853，地質学者でフ
ンボルトの友人〉は，実際に行ったことはありませんが，チンブラッソ一山の形成lこついて，私と同
じくらい詳しくなりました.アフリカへ行った人たちはいつも，また永久に彼らのチャド湖について
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Bd. 1 London 1949 S. 213'. フンボノレトについて
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ン， Kurt-R. Biermann博士，ベルリン， ]ohannes 
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6) Hanno Beck Gesprache，前掲1)S. 238 f.， 243 
-249. 
7) Hanno Beck : Alexander von H14，mboldt ..… 2 
Bde. Wiesbaden 1959， 1961，ここでは Bd 1I S. 
202"-'205. 
8) Karl Gutskow : 13eyline7' Eバnnerung1-nzd Erleb-
nisse. Hrsg. v. Paul Friedlander. Berlin 1960 
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R. Bouvier u. E. }¥ilaynial: De1' Botαnil?e1' von 
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der von Humboldts. Neuwied 1949 S. 9. 
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Breslau 1860 S. 220-223. 
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15) “Ansichten de1' Nat下帆 mit wissen叫んαftlichen
Erlauteru11gen" (3. AufL 1. Bd. Stuttgart I 











rique" (3 Bde. Paris 1814， 1819， 1825}の中で，
たいへん多くの水文学上の研究を報告している.
18) Heinrich Berghaus: Allgemeine Lander-und 
VoZke1'kuude. Bd. 1 Stuttgart 1837 S. 575-583. 
19) Eduard Bushmannの“Register uber den 
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22)フンボノレトは当時 “Aηsichteη ael' N，α~tU1' ， mit 
wisse下7Sιhaftlichen Eγlauteγungen" のr3思思の
改訂・培補Ji反J(Stuttgart / Tubingen 1849)に従
事していた.
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Hanno Beck: “Z江rGeschichte der Alexander-von-Humboldt-
Forschung" and “Hinweise auf Gesprache 
Alexander von Humboldts" 
Hiroshi SASAKI and Momoyo T AMURA 
These are the translation of two articles by Hanno Beck in the book，“Alexander von 
Humboldt ¥iVerk und ¥iVelgeltung"， Herausgegeben von Heinrich Pfeiffer fur die Alexander 
von Hl1mboldt-Stiftung， R. Piper & Co Verlag， Munchen， ¥vhich is published in 1969， in the 
year of the 200 th anniversary of his birth. 
Hanno Beck is most famous for a german researcher abol1t Alexander vo江 Humboldt
and the history of natl1ral sciences. Hanno Beck stl1died 1王istory， German and wrote a 
doctor's thesis in 1951 at the University of Marburg， and habilitated fo1' the histOI・Y of 
national sciences in 1963， and since then give a lecture on this subject at the University of 
Bonn. 
The research on A. v. Hum_boldt begann already in this life. But he forbad the publi-
ca tion of his leUers by his last ¥九rill.， which stopped the research about him. 1n due COl1rse 
his letters ha ve been pudlished just like a丑oodin Germany， France， Great Britain， U. S. A. 
and Latin American cOl1ntries. Hanno Beck gathered the letters of A. v. Humboldt and his 
m_any relatives with great efiort. 
Reser・chon. A. v. Hamboldt in ]apan is very few and on1y carried out by S. Noma， O. 
Nishikawa， K. hvata. R. Yasugi， 1. Maejimi a凶 M.Ohmori.
